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令
和
６
年
度
越
後
支
部
総
会
は
９
年
ぶ
り
に
会
津
で

開
催
さ
れ
た
。
前
回
の
会
津
開
催
時
に
は
２
０
６
名

だ
っ
た
会
員
数
は
１
４
７
名
と
な
り
、
参
加
す
る
顔
ぶ

れ
も
少
し
変
わ
っ
た
。
今
後
も
会
員
減
少
傾
向
は
続
く

だ
ろ
う
が
、
越
後
支
部
ら
し
く
粘
り
強
く
ユ
ニ
ー
ク
な

活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

　

会
場
設
営
に
労
を
執
ら
れ
た
地
元
会
津
の
佐
竹
信
幸

理
事
よ
り
「
雄
国
沼
に
お
け
る
清
掃
登
山
活
動
50
年
の

歩
み
」
と
題
し
た
講
演
を
い
た
だ
い
た
。
自
然
公
園
指

導
員
と
し
て
、
半
世
紀
の
長
き
に
わ
た
り
、
地
道
に
地

域
に
根
差
し
た
自
然
保
護
活
動
に
力
を
尽
く
し
た
姿
勢

に
あ
ら
た
め
て
敬
意
を
表
し
た
い
。

　

ま
た
、
親
睦
登
山
で
は
、
か
つ
て
越
後
か
ら
の
参
拝

者
が
多
か
っ
た
と
い
う
「
大
山
祇
神
社
奥
の
院
（
台
倉

山
直
下
７
５
０
ｍ
）」
ま
で
、
揺
拝
殿
か
ら
い
く
つ
か

の
滝
を
見
て
、
杉
並
木
や
石
段
を
経
て
御
本
社
、
そ
し

て
ワ
イ
ル
ド
な
道
跡
を
た
ど
り
奥
の
院
ま
で
歩
い
た
。

眩
い
ほ
ど
の
緑
と
清
冽
な
水
、
岩
窟
の
奥
の
院
は
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
強
烈
な
印
象
を
う
け
た
。

　

越
後
岳
人
は
、
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
の
大
地
と
長
い
海

岸
線
と
国
境
の
山
々
、
佐
渡
島
が
あ
り
、
豪
雪
と
多
様

な
植
生
な
ど
、
極
め
て
特
徴
あ
る
地
形
・
地
質
そ
し
て

気
象
条
件
か
ら
な
る
山
岳
を
舞
台
と
し
て
い
る
。

　

会
津
の
事
例
の
よ
う
に
、
上
越
・
中
越
・
下
越
・
佐

渡
島
の
地
域
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
エ
リ
ア
の
山
岳
に
深
く

関
わ
り
、
地
域
研
究
を
重
ね
た
多
く
の
会
員
の
歴
史
が

あ
る
。

　

こ
の
度
、
ア
ジ
ア
山
岳
連
盟
創
立
30
周
年
記
念
事
業

「
国
際
山
岳
平
和
祭
in
長
岡
２
０
２
４
」
の
山
岳
主
会

場
と
な
る
「
弥
彦
山
た
い
ま
つ
登
山
（
高
頭
祭
・
登
山

祭
・
た
い
ま
つ
登
山
）」
も
、
代
表
的
な
登
山
文
化
で

あ
る
。
ま
た
、
山
岳
古
道
調
査
も
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い

て
調
査
を
続
け
て
い
る
。こ
れ
ら
の
根
底
に
流
れ
る「
越

後
の
登
山
文
化
の
継
承
」
と
は
、
高
頭
仁
兵
衛
翁
を
起

源
と
し
て
藤
島
玄
初
代
支
部
長
が
発
展
さ
せ
た
「
越
後

の
山
」
へ
の
こ
だ
わ
り
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

支
部
の
活
性
化
に
特
効
薬
は
な
い
が
、
い
く
つ
か
の

ヒ
ン
ト
が
あ
る
。
昨
年
度
の
支
部
山
行
29
回
（
山
行
委

員
会
、
公
募
登
山
、
山
岳
古
道
調
査
、
ス
ノ
ー
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
・
フ
ォ
ッ
ト
ス
ケ
ッ
チ
・
ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー

な
ど
同
好
会
）、
自
然
保
護
活
動
や
深
沢
小
学
校
登
山

支
援
、
弥
彦
山
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
含
め
れ
ば
35
回
で

概
ね
月
３
回
ほ
ど
に
な
る
。
ま
た
、
一
部
会
員
で
あ
る

が
飯
豊
山
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
挑
戦
的
な
山
行
の
実

践
が
あ
り
、
小
さ
な
芽
と
と
ら
え
た
い
。
ま
た
課
題
と

な
っ
て
い
る
登
山
教
室
の
必
要
性
は
理
解
で
き
る
が
、

実
践
に
は
も
う
少
し
時
間
が
か
か
り
そ
う
だ
。

　

本
年
度
は
、
あ
ら
た
な
同
好
会
結
成
や
自
然
観
察
会

開
催
な
ど
を
視
野
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
山
登
り
を
構
想
し

た
い
。

　

特
に
自
然
保
護
活
動
は
公
益
性
が
高
く
、
市
民
に
も

呼
び
か
け
る
こ
と
や
学
習
が
重
要
と
な
る
。
個
性
的
な

会
員
と
と
も
に
、
多
様
な
山
登
り
を
実
践
す
る
こ
と
で
、

支
部
の
活
性
化
を
図
り
た
い
と
思
う
。

越
後
の
山
に
こ
だ
わ
り
、
多
様
な
山
登
り
を
!!

�

支
部
長
　
後
藤  

正
弘

私
の
一
枚

　

令
和
３
年
４
月
21
日
～
22
日
、
越
後
山
脈
の
深
部
下
津
川
山
に
岳
友

と
２
人
で
歩
い
た
山
旅
で
す
。
こ
の
前
年
ネ
コ
ブ
山
に
は
登
っ
て
い
た

が
私
に
は
ま
だ
下
津
川
山
は
未
踏
の
山
で
し
た
。
ネ
コ
ブ
山
の
広
い
雪

面
で
テ
ン
ト
泊
し
、
明
日
の
登
頂
に
心
躍
ら
せ
て
友
と
酒
を
酌
み
交
わ

し
た
１
枚
で
す
。
背
景
は
手
前
に
ネ
コ
ブ
山
、
奥
に
下
津
川
山
で
す
。

�

撮
影
者　

廣
井
　
博
行
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追
悼
　
櫻
井
昭
吉
さ
ん

　
　
吉
田
　
理
一

　

日
本
山
岳
会
在
籍
65
年
の
永
年
会
員
櫻
井
昭
吉

さ
ん
が
２
月
26
日
89
才
で
亡
く
な
ら
れ
た
。（
会

員
番
号
５
０
２
１
番
）

　

戒
名
に
は
尾
瀬
燧
ケ
岳
の
「
燧
」
と
「
岳
」
の

２
文
字
が
付
け
ら
れ
て
い
て
生
涯
を
山
と
と
も
に

生
き
た
櫻
井
さ
ん
に
相
応
し
い
位
牌
が
祭
壇
に
置

か
れ
て
い
る
。

　

写
真
は
昭
和
39
年
３
月
未
丈
ケ
岳
ス
キ
ー
登
山

の
時
、
深
田
久
弥
（
右
）
と
撮
っ
た
も
の
で
背
景

は
未
丈
ケ
岳
で
あ
る
。

　

櫻
井
さ
ん
は
早
く
か
ら
魚
沼
や
尾
瀬
、
奥
只
見

の
山
に
入
ら
れ
て
い
て
こ
の
山
域
に
精
通
し
て
い

ら
れ
た
。
昭
和
34
年
３
月
快
晴
の
浅
草
岳
に
高
松

宮
様
、
大
学
生
の
三
笠
宮
甯
子
様
、
弟
の
寛
仁
殿

下
（
髭
の
殿
下
と
し
て
親
し
ま
れ
、
昭
和
62
年
当

時
の
浩
宮
様
と
と
も
に
日
本
山
岳
会
に
入
会
１
０

０
０
２
番
）
を
ス
キ
ー
登
山
に
ご
案
内
し
た
。

　

深
田
久
弥
は
日
本
百
名
山
執
筆
の
た
め
昭
和
37

年
９
月
平
ケ
岳
、
同
年
11
月
越
後
駒
ケ
岳
登
山
に

来
山
、
両
山
と
も
櫻
井
さ
ん
が
ガ
イ
ド
役
を
務
め

た
。
深
田
は
平
ケ
岳
の
項
で
櫻
井
さ
ん
を
「
小
出

山
岳
会
の
Ｓ
さ
ん
」
と
紹
介
し
て
い
る
。
田
中
澄

江
著
「
新
花
の
百
名
山
」
の
中
に
は
櫻
井
さ
ん
が

ガ
イ
ド
し
た
浅
草
岳
と
平
ケ
岳
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
新
田
次
郎
を
湯
之
谷
村
鷹
ノ
巣
へ
、
岩
崎
元

郎
を
平
成
14
年
未
丈
ケ
岳
へ
、
今
井
通
子
を
越
後

駒
ケ
岳
駒
の
湯
登
山
口
に
平
成
26
年
に
案
内
し
て

い
る
。

　

櫻
井
さ
ん
は
自
然
解
説
に
積
極
的
に
取
り
組
ま

れ
尾
瀬
保
護
財
団
の
評
議
員
や
尾
瀬
ガ
イ
ド
協
会

の
初
代
副
会
長
に
就
任
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
活
動

に
対
し
平
成
26
年
環
境
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
た
。

　

櫻
井
さ
ん
は
小
出
町
役
場
に
勤
務
さ
れ
建
築
・

土
木
・
町
の
再
開
発
事
業
の
陣
頭
指
揮
を
執
ら
れ

た
。
退
職
時
は
区
画
整
理
課
長
で
あ
っ
た
。

地
域
の
山

黒
姫
戴
山
（
く
ろ
ひ
め
い
た
だ
き
さ
ん
、

７
５
０
ｍ
）

藤
井
　
与
嗣
明

　

大
佐
渡
山
脈
を
左
に
見
て
、両
津
湾
に
沿
っ
て
、

北
に
黒
姫
集
落
が
あ
る
。
昔
は
、
こ
の
集
落
へ
は

大
山
隧
道
と
い
う
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
通
ら
ね
ば
な

ら
ず
、
外
海
府
へ
の
難
所
と
さ
れ
て
き
た
が
、
昭

和
62
年
３
月
隧
道
の
海
側
に
大
橋
が
完
成
、
大
型

車
輛
の
通
行
が
容
易
と
な
っ
た
。

　

こ
の
戴
山
は
残
雪
の
頃
、
集
落
の
旧
県
道
橋
か

ら
、
ト
ネ
（
刀
根
）
と
呼
ば
れ
る
杉
木
立
の
山
が

大
佐
渡
主
稜
線
の
月
貫
山
（
８
６
２
ｍ
）
の
直
下

に
望
ま
れ
る
。

　

黒
姫
戴
山
は
「
山
の
神
を
祀
る
」
山
で
、
黒
姫

山
は
『
両
津
市
誌
』（
昭
和
58
年
発
行
）
並
び
に

『
佐
渡
郷
土
辞
典
』（
昭
和
25
年
発
行
）
に
、
新
潟

県
内
に
３
カ
所
あ
り
と
掲
載
が
あ
る
。
ま
た
、
黒

姫
山
の
神
秘
に
い
ど
む
『
古
代
越
後
奴
奈
川
姫
の

伝
説
の
謎
』（
昭
和
53
年
発
行
）
に
、
越
後
に
23

カ
所
の
黒
姫
山
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

黒
姫
な
る
地
名
は
奴
奈
川
姫
本
人
、
あ
る
い
は

奴
奈
川
姫
の
母
と
す
る
説
が
あ
る
が
、
結
論
は
出

て
は
い
な
い
よ
う
だ
。

　

こ
の
戴
山
の
縁
日
は
旧
暦
の
４
月
８
日
と
８
月

１
日
、
今
は
月
遅
れ
の
５
月
と
９
月
、
昔
は
集
落

の
各
家
に
牛
が
い
た
か
ら
、
放
牧
の
牛
が
い
な
く

な
る
と
「
オ
コ
ゼ
を
山
の
神
に
探
し
て
欲
し
い
と

供
え
た
。」

　

オ
コ
ゼ
を
山
の
神
に
供
え
る
は『
民
俗
学
辞
典
』

（
昭
和
26
年
発
行
）
や
『
山
と
民
俗
』
等
の
書
籍

を
見
る
と
多
い
よ
う
だ
。

　

狩
猟
で
オ
コ
ゼ
を
山
の
神
に
見
せ
る
と
、
猟
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
何
故
そ
う
な
の
か
は
今

の
と
こ
ろ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。「
山
の
神
は
醜

い
、
オ
コ
ゼ
は
魚
と
し
て
グ
ロ
テ
ス
ク
で
醜
い
。

こ
の
オ
コ
ゼ
を
山
の
神
に
供
え
る
と
、
自
分
よ
り

ま
だ
醜
い
も
の
が
あ
る
と
言
っ
て
喜
ぶ
の
だ
と
言

う
。」

　

藤
島
玄
さ
ん
は
昭
和
44
年
６
月
２
日
橅
ガ
平
山

（
地
形
図
名
・
山
毛
欅
ガ
平
山
）
を
登
ら
れ
た
後
、

こ
の
戴
山
を
訪
れ
て
い
る
。『
越
後
の
山
旅
・
上
巻
』

（
昭
和
51
年
発
行
）に
黒
姫
越
に
向
か
う
途
中
「
８

６
２
ｍ
の
三
角
点
の
腰
を
巻
い
て
い
る
と
、
東
下

に
大
杉
の
黒
い
小
峰
あ
り
、
や
や
下
っ
て
登
っ
て

み
た
。
標
高
８
０
０
ｍ
附
近
に
小
祠
あ
り
、
明
見

大
明
神
天
御
中
主
命
の
木
札
が
あ
る
」
と
掲
載
し

て
い
る
。

　

私
の
戴
山
と
の
出
会
い
は
、
昭
和
47
年
３
月
佐

渡
山
岳
会
の
春
山
合
宿
、
積
雪
期
大
佐
渡
山
脈
主

稜
線
全
山
踏
査
の
予
備
調
査
と
し
て
、
昭
和
46
年

10
月
23
日
、
歌
見
林
道
の
終
点
附
近
に
佐
渡
山
岳

会
竹
田
輝
雄
さ
ん
と
２
人
で
ツ
エ
ル
ト
ビ
バ
ー

ク
、
翌
24
日
歌
見
越
か
ら
黒
姫
越
に
向
か
っ
て
藪

を
漕
い
で
い
る
と
、
藤
島
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
、

大
杉
の
黒
い
小
峰
が
気
に
な
り
、「
行
っ
て
見
る

か
」
と
問
い
か
け
た
の
だ
が
、
雨
の
中
で
も
あ
り

寒
く
、
先
を
急
ご
う
と
な
っ
た
。
私
は
、
平
成
２

年
５
月
13
日
黒
姫
川
の
支
流
牛
場
の
沢
か
ら
一
人

登
る
こ
と
が
で
き
た
。

令
和
６
年
度
越
後
支
部
総
会
の

開
催
に
つ
い
て

事
務
局
長
　
玉
木
　
大
二
朗

　

令
和
６
年
５
月
11
日
（
土
）、
福
島
県
西
会
津

町
の
温
泉
健
康
保
養
セ
ン
タ
ー
・
ロ
ー
タ
ス
イ
ン

に
お
い
て
、
今
年
度
の
日
本
山
岳
会
越
後
支
部
総

会
を
開
催
し
た
。

　

会
津
地
区
で
の
支
部
総
会
の
開
催
は
令
和
２
年

に
企
画
さ
れ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
中

止
と
な
っ
て
い
た
。
今
回
は
、
出
席
者
26
名
、
委

任
状
提
出
77
名
の
合
計
１
０
３
名
と
な
り
、
議
決

権
の
あ
る
支
部
会
員
数
の
１
４
６
名
の
過
半
数
を

超
え
て
い
る
た
め
、
総
会
が
成
立
す
る
こ
と
を
確

在りし日の櫻井昭吉さん（本文参照）

黒姫集落の旧県道橋から望む黒姫戴山（杉木立）
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認
し
て
行
わ
れ
た
。

　

総
会
で
の
審
議
事
項
で
あ
る
第
１
号
議
案
と
第

２
号
議
案
の
事
業
報
告
及
び
会
計
報
告
に
つ
い
て

は
、
議
案
書
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。
第
３
号
議
案

の
支
部
会
則
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
第
５
条
の
理

事
の
人
数
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
人
数
表
記
は
行

わ
ず
、
改
正
案
は
否
決
さ
れ
現
行
ど
お
り
と
す
る

こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。
審
議
後
は
各
専
門
委
員
会

と
同
好
会
の
事
業
報
告
が
行
な
わ
れ
総
会
を
終
了

し
た
。

　

総
会
後
、
地
元
会
津
地
区
の
佐
竹
信
幸
理
事
に

よ
る
「
雄
国
沼
に
お
け
る
清
掃
登
山
活
動
50
年
の

歩
み
」
と
題
し
て
講
演
を
行
な
っ
た
。
清
掃
活
動

は
１
９
７
４
年
か
ら
毎
年
行
な
わ
れ
、
ご
み
の
撤

去
活
動
等
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
た
。

　

総
会
終
了
後
の
懇
親
会
は
19
名
が
出
席
し
、
地

元
会
津
地
区
の
会
員
か
ら
銘
酒
の
差
入
れ
を
い
た

だ
き
、
会
場
の
料
理
と
共
に
美
味
し
く
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
た
。
本
紙
を
お
借
り
し
改
め
て
御
礼

申
し
上
げ
る
。

　

懇
親
会
終
了
後
は
部
屋
に
戻
り
二
次
会
と
な

り
、
夜
が
更
け
る
の
も
忘
れ
怪
気
炎
を
上
げ
る
御

仁
の
姿
は
、
皆
様
の
想
像
に
お
任
せ
す
る
。

　

今
年
度
の
総
会
出
席
者
は
人
数
こ
そ
少
な
か
っ

た
も
の
の
、
そ
の
分
中
身
の
濃
い
交
流
を
深
め
ら

れ
た
も
の
と
感
じ
た
。

越
後
支
部
総
会
親
睦
登
山

山
の
神
様　

大
山
祇
神
社
奥
ノ
院
参
拝

　
　
諏
訪
　
惠
一

　

久
し
ぶ
り
の
総
会
後
の
懇
親
会
で
会
津
の
美
味

し
い
酒
を
い
た
だ
き
、
楽
し
い
一
夜
を
過
ご
し
た

後
は
、
こ
れ
も
ま
た
久
し
ぶ
り
の
親
睦
登
山
で
す
。

　

目
指
す
目
的
地
は
山
の
神
で
知
ら
れ
る
西
会
津

の
大
山
祇
神
社
奥
ノ
院
参
拝
で
す
。
神
社
の
参
道

は
遥
拝
殿
～
御
本
社
～
奥
ノ
院
と
続
き
、
御
本
社

か
ら
先
は
ガ
イ
ド
な
し
で
の
入
山
が
で
き
ま
せ
ん

が
、
こ
の
度
は
会
津
地
区
の
会
員
の
ご
配
慮
で
地

元
の
方
の
先
導
で
奥
ノ
院
へ
の
参
拝
が
叶
い
ま
し

た
。

　

遥
拝
殿
か
ら
御
本
社
ま
で
は
標
高
差
約
３
７
０

ｍ
あ
り
、
途
中
に
鬼
滝
、
不
動
滝
、
矢
作
滝
な
ど

の
見
事
な
滝
や
杉
並
木
の
中
の
参
道
、
息
を
切
ら

し
て
登
る
長
い
石
段
が
あ
り
ま
す
。

　

参
道
脇
に
は
季
節
の
草
花
が
咲
き
、
随
所
に
道

祖
神
も
祀
ら
れ
て
お
り
、
滝
を
近
く
に
遠
く
に
眺

め
、
杉
林
の
中
を
抜
け
て
、
爽
快
か
つ
神
聖
な
気

持
ち
で
歩
を
進
め
る
と
１
時
間
半
ほ
ど
で
御
本
社

に
到
着
し
ま
す
。
境
内
に
は
新
潟
県
人
に
よ
る
寄

進
物
が
多
々
あ
り
、
越
後
と
会
津
の
結
び
付
の
深

さ
を
感
じ
ま
す
。

　

御
本
社
に
参
拝
し
、
い
よ
い
よ
目
的
の
奥
ノ
院

を
目
指
し
ま
す
。

　

登
り
始
め
る
と
ブ
ナ
林
を
見
下
ろ
し
な
が
ら
進

む
ブ
ナ
回
遊
道
、
大
き
な
岩
を
根
で
抱
き
込
ん
だ

ブ
ナ
の
木
が
あ
り
、
先
へ
と
進
む
と
鎖
場
が
数
か

所
あ
る
急
登
が
続
き
ま
す
。
約
７
０
０
ｍ
を
40
分

ほ
ど
で
登
り
切
る
と
奥
ノ
院
の
鳥
居
で
す
。
そ
の

先
に
台
倉
山
の
岩
窟
に
祀
ら
れ
た
奥
ノ
院
が
見
え

ま
す
。
鳥
居
か
ら
先
は
崩
落
で
進
む
こ
と
が
で
き

ず
、
こ
こ
か
ら
参
拝
し
ま
し
た
。

　

奥
ノ
院
の
正
面
に
は
残
雪
の
飯
豊
の
山
々
が
姿

を
見
せ
、
充
実
し
た
親
睦
登
山
に
な
り
ま
し
た
。

　

貴
重
な
機
会
を
準
備
し
て
い
た
だ
い
た
会
津
の

皆
様
に
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
６
年
度
事
業
委
員
会
企
画
の
ご
案
内

事
業
委
員
会
　
小
山
　
一
夫

　

令
和
６
年
度
事
業
委
員
会
計
画
は
５
座
を
企
画

し
ま
し
た
が
、
既
に
今
号
発
行
時
点
で
４
座
の
実

施
を
終
え
、
次
の
１
座
を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し

た
。

〇�

御
嶽
山
（
３
０
６
ｍ
）
～
栃
原
峠
（
旧
三
国
街

道
）

奥ノ院

大山祇神社御本社にて

総会の様子総会参加者の記念写真

懇親会の様子
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11
月
７
日
（
木
）
歩
行
：３
時
間
半
（
魚
沼
市
）

　

平
日
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
以
外
に
も
７
月
25
日
実
施

の
高
頭
祭
に
て
、
今
年
は
ア
ジ
ア
山
岳
連
盟
創
立

30
周
年
記
念
事
業
・
国
際
山
岳
平
和
祭
２
０
２
４

が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
前
号
に
て

後
藤
支
部
長
が
詳
細
を
記
し
て
い
ま
す
の
で
、
多

く
の
会
員
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

次
に
す
で
に
実
施
済
み
の
平
日
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

報
告
を
掲
載
し
ま
す
。

「
平
日
ト
レ
キ
ン
グ　

立
烏
帽
子
山
～

　

葡
萄
鼻
山
」
に
参
加
し
て

参
加
者
　
佐
藤
　
眞
知
子

　

日
頃
の
低
山
花
見
山
行
の
山
歩
き
で
す
が
、
梁

山
泊
か
ら
立
烏
帽
子
に
登
り
、
葡
萄
鼻
山
に
至
る

ル
ー
ト
は
変
化
に
富
ん
で
い
て
、
日
頃
の
山
行
と

は
異
な
る
登
山
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

大
石
ダ
ム
か
ら
の
林
道
で
ゴ
ジ
ラ
岩
（
流
紋
岩

の
巨
石
）
を
眺
め
登
山
口
へ
。
梁
山
泊
ま
で
の
登

山
道
は
チ
ゴ
ユ
リ
や
ユ
キ
ザ
サ
等
の
群
生
を
見
な

が
ら
歩
き
ま
し
た
。
見
返
り
の
松
や
新
鮮
な
熊
は

ぎ
等
、
平
田
大
六
さ
ん
や
稲
葉
充
、
か
お
る
さ
ん

ご
夫
妻
の
地
元
の
方
な
ら
で
は
の
ガ
イ
ド
付
き
で

し
た
。

　

梁
山
泊
か
ら
は
一
転
し
て
ザ
イ
ル
に
掴
ま
り
な

が
ら
手
足
を
使
っ
て
の
急
登
。
稲
葉
さ
ん
の
的
確

な
ア
ド
バ
イ
ス
は
助
か
り
ま
し
た
。
立
烏
帽
子
で

は
杁
差
岳
の
稜
線
こ
そ
雲
の
中
で
し
た
が
、
３
６

０
度
の
絶
景
で
し
た
。

　

葡
萄
鼻
山
ま
で
の
細
尾
根
の
稜
線
歩
き
は
ア
ズ

キ
ナ
シ
や
ヤ
マ
グ
ル
マ
、
オ
オ
イ
ワ
カ
ガ
ミ
等
を

見
な
が
ら
の
藪
漕
ぎ
は
い
い
経
験
で
し
た
。

　

分
岐
か
ら
は
稲
葉
さ
ん
ご
夫
妻
が
４
日
前
に
刈

り
払
っ
て
下
さ
っ
た
歩
き
や
す
い
道
に
変
わ
り
山

頂
へ
。
昼
食
後
、
落
ち
葉
い
っ
ぱ
い
の
ブ
ナ
林
の

中
を
滑
ら
な
い
よ
う
に
降
り
て
牛
道
で
一
息
つ

き
、
ブ
ナ
と
ウ
ダ
イ
カ
ン
バ
の
深
緑
の
林
を
梁
山

泊
、
登
山
口
へ
。

　

卒
寿
と
は
思
え
な
い
大
六
さ
ん
の
歩
き
っ
ぷ

り
、
ゴ
ム
鉄
砲
作
成
の
枝
葉
を
担
い
で
飄
々
と
歩

く
姿
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
秋
に
は
牛
道
を
鉱
山

跡
ま
で
歩
き
た
い
思
い
に
駆
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

記
憶
に
残
る
山
行
を
計
画
し
、
支
え
て
下
さ
っ
た

皆
様
に
感
謝
で
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

山
行
委
員
会
企
画
の
ご
案
内

委
員
長
　
渡
辺
　
茂

山
行
委
員
会
７
月
企
画

〇�

日
時
：
令
和
６
年
７
月
27
日
（
土
）
～
28
（
日
）

妙
高
連
峰　

火
打
山 

２
４
６
１
．
７
ｍ

　

今
回
は
妙
高
連
峰
の
最
高
峰
で
豊
富
な
高
山
植

物
が
あ
り
、
か
た
ち
の
整
っ
た
火
打
山
を
計
画
し

ま
し
た
。
こ
の
時
期
の
妙
高
連
峰
の
魅
力
は
高
谷

池
や
天
狗
の
庭
で
の
湿
性
高
山
植
物
や
咲
き
乱
れ

る
ハ
ク
サ
ン
コ
ザ
ク
ラ
の
群
落
は
見
事
で
す
。
山

頂
か
ら
は
後
立
山
連
峰
や
高
妻
山
の
絶
景
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
運
が
良
け
れ
ば
ラ
イ
チ
ョ

ウ
も
観
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

当
初
の
計
画
は
火
打
山
と
焼
山
を
計
画
し
ま
し

た
が
、
高
谷
池
ヒ
ュ
ッ
テ
の
予
約
が
と
れ
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
火
打
山
の
み
の
登
山
と
し
ま

し
た
。

登
山
ル
ー
ト

・�

７
／
27
（
土
）  

新
潟
～
笹
ヶ
峰
駐
車
場
（
テ

ン
ト
泊
）

・�

７
／
28
（
日
）　

笹
ヶ
峰
駐
車
場
～
高
谷
池

ヒ
ュ
ッ
テ
～
火
打
山
（
往
復
）
～
新
潟

【
宿
泊
無
理
な
方
は
６
時
集
合
と
し
ま
す
】

参
加
対
象　

�

日
本
山
岳
会
越
後
支
部
会
員
で
山
岳

保
険
加
入
者
と
し
ま
す
。

参
加
費　

一
人
：
２
０
０
０
円

　

そ
の
他
、
高
速
代
、
ガ
ソ
リ
ン
代
な
ど
の
負
担

を
お
願
い
し
ま
す
。

参
加
締
め
切
り
日
：
７
月
12
日
（
金
）

〇
日
時
：
令
和
６
年
10
月
５
日
（
土
）

　

魚
沼
市　

初
秋
の
未
丈
ケ
岳
１
５
５
２
．
８
ｍ

　

未
丈
ケ
岳
の
山
頂
部
湿
原
に
は
県
内
で
も
分
布

の
少
な
い
「
カ
ワ
ズ
ス
ゲ
」
が
生
育
し
て
い
ま

す
。
登
山
道
沿
い
で
確
認
で
き
る
「
ア
ブ
ラ
ツ
ツ

ジ
」
の
分
布
の
密
度
が
高
い
こ
と
が
特
徴
の
山
で

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
未
丈
ケ
岳
は
本
州
で
た
だ

１
つ
、
十
二
支
の
未
年
の
山
と
し
て
も
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

登
山
ル
ー
ト

・�

奥
只
見
シ
ル
バ
ー
ラ
イ
ン
泣
沢
避
難
所
か
ら
往

復

　

参
加
締
め
切
り
日
：
８
月
30
日
（
金
）

　

詳
し
い
案
内
は
７
月
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
す
。

ア
ル
パ
イ
イ
ン
ス
キ
ー
同
好
会

活
動
報
告

�

同
好
会
長
　
廣
井
　
博
行

設
立
総
会
を
２
０
２
３
年
12
月
16
日
～
17
日

に
妙
高
燕
温
泉
で
参
加
者
10
名
に
て
開
催
し
た
。

長
野
県
、
群
馬
県
か
ら
も
メ
ン
バ
ー
が
終
結
し

自
己
紹
介
後
、
雪
崩
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
講
習
や

捜
索
活
動
の
現
実
等
学
習
を
行
い
そ
の
後
懇
親
会

で
懇
親
を
深
め
た
。

令
和
６
年
度
活
動

令
和
６
年
１
月
27
日　

田
代
ス
キ
ー
場　

参

加
者
７
名　

計
画
当
初
は
東
谷
山
を
予
定
し
て
い

た
が
小
雪
の
為
に
変
更
す
る
。

２
月
11
日　

上
越
菱
ガ
岳　

参
加
者
８
名　

キ
ュ
ウ
ピ
ッ
ト
バ
レ
イ
ス
キ
ー
場
の
ト
ッ
プ
よ
り

ハ
イ
ク
ア
ッ
プ
し
12
時
頃
山
頂
に
到
着
し
た
が
視

界
は
あ
ま
り
良
く
な
い
分
素
晴
ら
し
い
パ
ウ
ダ
ー

ス
キ
ー
を
楽
し
む
事
が
出
来
た
。

３
月
３
日　

妙
高
三
田
原
山　

参
加
者
10
名　

当
日
は
雪
崩
注
意
報
が
発
令
中
な
の
で
予
定
を
杉

野
沢
ス
キ
ー
場
ト
ッ
プ
よ
り
少
し
下
部
の
脇
の
ツ

立烏帽子山頂にて

菱ヶ岳にて
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リ
ー
ラ
ン
に
変
更
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
短
め
の

コ
ー
ス
だ
が
難
し
か
っ
た
。

４
月
27
日
～
28
日　

月
山　

参
加
者
５
名

令
和
６
年
度
の
計
画
の
前
倒
し
。
月
山
ス
キ
ー

場
ト
ッ
プ
よ
り
シ
ー
ル
を
付
け
て
山
頂
へ
昼
食
後

全
山
オ
ー
プ
ン
バ
ー
ン
の
楽
し
い
滑
走
が
で
き
た
。

翌
日
は
黄
砂
の
影
響
で
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
悪
く

１
本
滑
っ
て
終
了
と
し
た
。

令
和
６
年
度
活
動
計
画

・�

令
和
６
年
12
月
22
日　

苗
場
ス
キ
ー
場
若
し
く

は
神
楽
ス
キ
ー
場

・
令
和
７
年
１
月
26
日　

東
谷
山　

山
ス
キ
ー

・
２
月
９
日　

上
越
早
川
谷
方
面
山
ス
キ
ー

・�

３
月
２
日　

浅
草
岳
若
し
く
は
守
門
岳
山
ス

キ
ー

・�

４
月
26
～
27
日　

立
山
若
し
く
は
鳥
海
山
山
ス

キ
ー

●�

令
和
６
年
度
の
計
画
日
時
は
確
定
し
て
い
る
が

場
所
に
つ
い
て
は
今
後
メ
ン
バ
ー
と
の
相
談
で

確
定
し
ま
す
。

●�

ス
キ
ー
は
と
て
も
楽
し
く
年
齢
に
関
係
な
く
滑

ら
れ
ま
す
。
多
く
の
会
員
の
参
加
お
願
い
し
ま

す
。
幸
い
に
当
ク
ラ
ブ
に
は
指
導
員
資
格
者
が

在
籍
し
て
お
り
、
安
全
第
一
で
活
動
を
し
て
お

り
ま
す
。

越
後
ス
ノ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
同
好
会

活
動
報
告
お
よ
び
活
動
計
画

�

会
長
　
松
井
　
潤
次

「
２
０
２
３
年
度　

活
動
報
告
」

①
12
月
24
日
（
日
）
米
山　

９
名
参
加

　

晴
天
に
恵
ま
れ
ま
し
た
が
、
前
日
の
降
雪
で
深

雪
の
ラ
ッ
セ
ル
を
強
い
ら
れ
、
時
間
切
れ
で
途
中

下
山
し
ま
し
た
が
、
冬
山
を
満
喫
し
ま
し
た
。

②
１
月
８
日
（
祝
日
）
弥
彦
山　

７
名
参
加

　

時
折
、
陽
の
射
す
空
模
様
で
し
た
が
、
前
日
の

降
雪
で
軽
ラ
ッ
セ
ル
も
あ
り
、
雪
上
歩
行
を
楽
し

み
ま
し
た
。

③
２
月
25
日
（
日
）
三
ノ
峠
山　

16
名
参
加

　

２
月
と
は
予
想
し
え
な
い
少
雪
の
コ
ン
デ
シ
ョ

ン
で
し
た
が
、
春
を
感
じ
な
が
ら
、
大
勢
で
雪
上

ハ
イ
ク
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
２
０
２
４
年
度　

活
動
計
画
」
案

①
12
月
22
日
（
日
）
米
山　

９
９
２
．
５
ｍ

　

日
本
海
の
絶
景
を
見
下
ろ
す
刈
羽
の
名
峰
は
冬

山
入
門
コ
ー
ス
に
最
適
で
す
。
初
冬
の
登
山
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。

②
１
月
13
日
（
祝
日
）
弥
彦
山　

６
３
４
ｍ

　

年
頭
の
登
山
は
恒
例
の
霊
峰
弥
彦
山
に
詣
で
ま

し
ょ
う
。
頂
上
の
御
神
廟
か
ら
は
越
後
の
パ
ノ
ラ

マ
が
楽
し
め
ま
す
。

③
２
月
16
日
（
日
）
山
本
山　

３
３
６
ｍ

　

信
濃
川
河
岸
段
丘
の
端
に
位
置
す
る
山
本
山
高

原
を
雪
上
散
歩
し
ま
す
。
越
後
三
山
の
雄
姿
と
大

河
信
濃
川
の
流
れ
が
雪
景
色
な
ら
で
は
の
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
で
眼
前
に
広
が
り
ま
す
。

「
越
後
ス
ノ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
同
好
会
の
現
状
」

２
０
１
８
年
２
月
に
金
倉
山
（
小
千
谷
市
）
か
ら

活
動
を
始
め
、
上
中
越
地
区
を
主
に
６
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
山
行
委
員
会
と
積
雪
期
の
山
行
と
し

て
活
動
を
計
画
し
実
施
し
て
い
ま
す
。
新
潟
県
は

国
内
屈
指
の
豪
雪
地
で
あ
り
、
ス
ノ
ー
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
支
部

会
員
の
構
成
か
ら
低
山
、
里
山
を
中
心
に
無
理
の

な
い
安
全
な
山
行
を
目
指
し
ま
す
。
今
後
、
各
地

の
ス
ノ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ル
ー
ト
を
紹
介
い
た
だ

け
る
と
幸
い
で
す
。

フ
ォ
ト
・
ス
ケ
ッ
チ
同
好
会
報
告

�

会
長
　
遠
藤
　
俊
一

令
和
５
年
事
業
報
告 

実
施
日　

令
和
６
年
１
月
２
９
日
～
３
０
日 

目
的
地　

三
ッ
峠
山
・
御
坂
山
山
行 

参
加
者　

５
名 

　

朝
日
に
赤
く
輝
く
富
士
山
の
写
真
を
撮
ろ
う
と

河
口
湖
畔
の
三
ッ
峠
山
山
頂
に
１
泊
、
翌
日
は
白

く
雪
化
粧
し
た
富
士
山
を
眺
め
な
が
ら
の
御
坂
山

塊
縦
走
を
し
て
き
ま
し
た
。 

　

１
月
29
日
早
朝
に
新
潟
を
立
ち
、
大
宮
・
立

川
・
大
月
を
経
由
し
て
富
士
急
行
三
ッ
峠
駅
に
降

り
立
っ
た
。
目
指
す
三
ッ
峠
山
が
青
空
の
向
こ
う

に
く
っ
き
り
と
見
え
て
い
る
。
今
日
の
コ
ー
ス
は

修
験
行
者
が
開
い
た
と
い
う
表
参
道
か
ら
の
伝
統

的
登
山
道
だ
。
出
発
か
ら
約
４
時
間
、
よ
う
や
く

多
く
の
石
仏
が
並
ぶ
八
十
八
大
師
に
到
着
す
る
。

ほ
っ
と
一
息
つ
け
た
。
そ
し
て
一
時
間
後
漸
く
山

頂
に
到
着
す
る
。
途
中
は
見
え
て
い
た
富
士
山
は

雲
の
中
に
隠
れ
夕
暮
れ
迫
る
山
頂
で
集
合
写
真
を

三ノ峠山にて

弥彦山　龍神の滝にて

田代スキー場にて

御坂山々塊からの富士山
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撮
っ
て
今
晩
宿
泊
の
三
ッ
峠
山
荘
へ
。 

　

１
月
30
日
。
日
の
出
前
、
富
士
山
に
朝
日
が
当

た
る
頃
か
ら
の
撮
影
。
５
時
半
頃
か
ら
撮
影
準
備

し
て
、
夜
の
明
け
る
の
を
待
つ
。
河
口
湖
畔
の
町

の
明
か
り
と
富
士
山
頂
付
近
が
ピ
ン
ク
色
に
染

ま
っ
た
と
き
が
最
高
だ
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス

を
逃
せ
な
い
。 

　

朝
食
後
、
裏
三
ッ
峠
山
登
山
口
へ
雪
の
登
山
道

を
一
気
に
下
る
。
こ
こ
か
ら
は
車
道
と
な
り
旧
三

坂
ト
ン
ネ
ル
の
天
下
茶
屋
を
目
指
し
て
進
む
。
天

下
茶
屋
は
太
宰
治
が
３
カ
月
間
滞
在
し
て
、
執
筆

に
打
ち
込
ん
で
い
た
と
こ
ろ
だ
。 

　

天
下
茶
屋
か
ら
急
登
30
分
、
御
坂
山
へ
の
尾
根

道
に
出
る
。
冬
枯
れ
の
木
立
の
間
か
ら
秀
麗
な
富

士
を
垣
間
見
な
が
ら
の
登
山
道
が
続
く
。
御
坂
山

か
ら
二
つ
の
小
ピ
ー
ク
を
越
え
て
少
し
下
っ
た
と

こ
ろ
が
御
坂
峠
。
中
世
に
は
山
城
が
あ
っ
た
と
こ

ろ
だ
と
い
う
。
富
士
山
や
南
ア
ル
プ
ス
が
展
望
で

き
た
。 

　

昼
食
の
後
、
下
り
に
予
定
以
上
に
時
間
を
要
し

た
が
、
河
口
湖
駅
発
の
予
定
し
た
電
車
に
乗
れ
て
、

２
日
間
の
山
行
を
終
了
し
た
。
白
く
輝
く
富
士
山

に
そ
っ
と
別
れ
を
告
げ
た
。 

令
和
６
年
事
業
計
画 

実
施
時
期　

令
和
６
年
10
月 

目
的
地　
　

至
仏
山
・
尾
瀬
ヶ
原 

実
施
時
期　

令
和
７
年
１
月
下
旬 

目
的
地　
　

大
菩
薩
峠
・
大
菩
薩
嶺 

　

四
季
折
々
の
風
景
を
求
め
て
、
活
動
し
て
い
ま

す
。
実
施
時
期
前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
細
な
計

画
を
掲
載
し
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

山
岳
古
道
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
所
感

古
道
を
歩
こ
う

�

中
越
地
域
担
当
　
松
井
　
潤
次

山
岳
古
道
調
査
は
日
本
山
岳
会
の
１
２
０
周

年
記
念
事
業
と
し
て
２
０
２
０
年
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
併
せ
て
、
越
後
支
部
に
お
い
て
も
80
周

年
記
念
事
業
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い

ま
す
。

私
が
担
当
し
て
お
り
ま
す
中
越
地
域
で
は
支

部
で
推
薦
し
た
４
ル
ー
ト
が
本
部
の
選
定
を
受
け

ま
し
た
。
八
十
里
越
え
、六
十
里
越
え
（
吹
き
峠
）、

銀
の
道
（
枝
折
峠
）、
三
国
街
道
（
三
国
峠
・
二

居
峠
）
で
す
。

銀
の
道
以
外
は
県
境
を
越
え
会
津
や
上
州
へ

至
る
道
で
県
境
ま
で
を
調
査
し
ま
し
た
。
現
地
調

査
は
２
０
２
２
年
の
八
十
里
越
え
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
河
井
継
之
助
の
ご
当
地
、
長
岡
で
映
画

「
峠
」
が
封
切
ら
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
も
あ
り
、
23

名
と
大
勢
の
参
加
者
が
集
い
歴
史
の
道
へ
の
思
い

を
共
有
し
な
が
ら
歩
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

頂
上
を
目
指
す
登
山
と
は
目
的
を
異
に
し
ま

す
が
峠
を
越
え
る
山
岳
古
道
歩
き
の
趣
と
楽
し
さ

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

調
査
期
間
の
２
年
間
は
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
感

染
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
の
活
動
で
制
限
も
あ
り

ま
し
た
が
、
本
部
選
定
の
ル
ー
ト
は
調
査
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
銀
の
道
や
三
国
街
道
の
峠
越

え（
二
居
峠
越
え
）の
よ
う
に
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
道
は
歩
き
易
く
、
草

花
や
野
鳥
な
ど
と
も
気
軽
に
触
れ
合
え
る
コ
ー
ス

で
す
。
六
十
里
越
え
（
吹
き
峠
）
は
山
岳
地
帯
の

道
が
不
明
瞭
で
林
道
と
送
電
線
巡
視
路
を
利
用
し

て
六
十
里
越
え
ま
で
歩
き
ま
し
た
。

古
道
と
は
か
つ
て
利
用
さ
れ
て
い
た
が
現
在

は
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
ず
、
当
時
の
ま
ま
の
状
態

で
残
さ
れ
て
い
る
道
で
す
。
峻
険
な
山
岳
地
帯
に

付
け
ら
れ
た
道
は
、
特
に
越
後
の
よ
う
な
豪
雪
地

帯
で
は
雪
害
で
頻
繁
に
道
形
が
失
わ
れ
て
し
ま
い

痕
跡
が
わ
ず
か
に
残
っ
て
い
る
程
度
で
踏
破
す
る

に
は
藪
漕
ぎ
や
正
確
な
読
図
が
必
要
に
な
り
困
難

を
伴
い
ま
す
。
公
開
さ
れ
る
コ
ー
ス
は
道
形
が
明

確
で
熟
達
者
で
な
く
て
も
歩
け
る
こ
と
が
適
確
と

思
い
ま
す
。

支
部
の
調
査
は
５
ル
ー
ト
を
選
定
し
ま
し
た
。

１
０
０
０
ｍ
を
越
え
る
清
水
峠
、
旧
三
国
街
道
栃

原
峠
、
海
と
山
を
つ
な
ぐ
北
山
街
道
、
西
山
山
系

に
連
な
る
小
国
峠
と
桐
沢
峠
、
石
峠
旧
街
道
で
す
。

清
水
峠
は
清
水
集
落
を
起
点
に
十
五
里
尾
根

か
ら
井
坪
坂
を
周
回
し
ま
し
た
。
栃
原
峠
は
五
箇

か
ら
峠
を
越
え
御
嶽
山
経
由
で
月
岡
遊
歩
道
を
歩

き
ま
し
た
。
北
山
街
道
は
谷
根
の
山
か
ら
鯨
波
の

海
ま
で
の
峠
越
え
で
し
た
。
２
ル
ー
ト
は
夏
前
に

調
査
予
定
で
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ
て
県
内
に
美

し
い
峠
や
歴
史
的
な
街
道
、
古
道
が
点
在
し
て
い

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
２
０
２
５
年
に
は
本
部

の
書
籍
が
発
刊
さ
れ
、
２
０
２
６
年
に
は
越
後
山

岳
に
掲
載
さ
れ
る
予
定
で
す
。
地
域
間
の
物
流
、

文
化
、
人
々
の
往
来
が
営
ま
れ
て
き
た
山
岳
古
道

を
遺
構
や
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
、
往
時
に
思
い

を
馳
せ
て
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

鳥
井
峠(

２
８
０
ｍ
）
～

惣
座
峠(

３
５
５
ｍ
）
を
歩
く

�

田
邊
　
信
行

日
時
：
令
和
５
年
11
月
22
日(

水
）

参
加
者
：�

Ｌ
田
邊
信
行
、
遠
藤
俊
一
、
多
田
政
雄
、

遠
藤
家
之
進
正
和
、
渡
辺
茂

地
図
：
国
土
地
理
院　

２
万
５
千
分
の
１　

徳
沢

　

昔
こ
の
峠
を
吉
田
松
陰
や
イ
ギ
リ
ス
人
の
イ
ザ

ベ
ラ
・
バ
ー
ド
が
通
っ
た
と
か
。

　

惣
座
峠
下
山
口
に
車
を
置
き
、
鳥
井
峠
入
口
へ

移
動
。
歩
き
出
す
と
直
ぐ
砂
利
道
と
な
り
、
藪
を

作
っ
て
い
る
が
歩
き
易
く
て
、
緩
や
か
な
カ
ー
ブ

と
登
り
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
途
中
か
ら
道
路
を
離

れ
古
道
へ
向
か
う
。
雑
木
藪
と
杉
な
ど
の
倒
木
を

跨
ぎ
な
が
ら
進
む
と
、
峠
の
看
板
が
見
え
て
、
崖

を
降
り
「
鳥
井
峠
」
に
至
る
。
峠
に
は
一
枚
の
道

路
標
識
が
天
高
く
吊
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

鳥
井
峠
か
ら
惣
座
峠
へ
向
か
う
。
直
ぐ
に
八
ツ

田
集
落
19
軒
。
高
台
の
八
ツ
田
集
落
か
ら
北
側
方

向
を
振
り
向
く
と
、
白
い
大
日
岳
と
飯
豊
山
が
見鳥井峠と惣座峠を歩く（惣座峠にて）

夜明けの富士山と河口湖町
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え
て
い
る
。
今
、
鳥
居(

神
社
入
口
等
に
立
つ
門
）

は
な
い
が
、
き
っ
と
過
去
に
鳥
居
が
あ
っ
た
の
で

こ
の
辺
り
か
ら
見
上
げ
る
と
信
仰
登
山
の
対
象
の

綺
麗
な
飯
豊
連
峰
が
見
え
て
い
て
鳥
井
峠
（
井
を

使
う
訳
不
明
）
と
い
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

坂
道
の
入
口
の
木
柱
、
左
に
「
飯
豊
山
」
反
対
側

に
「
鳥
井
○
」
と
彫
ら
れ
た
標
柱
。
こ
れ
が
鳥
居

跡
な
の
か
な
と
思
う
。
堤
・
用
水
池
へ
。
堤
を
右

に
回
り
堤
尻
か
ら
右
に
緩
く
上
が
る
旧
道
が
出
て

く
る
。
惣
座
峠
へ
の
古
道
で
あ
る
。
古
道
を
歩
き

下
り
に
か
か
り
国
道
49
号
に
出
て
横
切
り
、
小
川

に
至
り
川
巾
約
２
．
５
ｍ
位
の
浅
い
川
を
石
伝
い

に
対
岸
へ
上
が
る
。
古
道
を
西
に
向
け
て
藪
歩
き

し
、
広
い
場
所
に
出
て
、
昼
食
と
す
る
。
広
場
か

ら
緩
や
か
に
登
り
、左
斜
面
に
「
福
取
の
一
里
塚
」

の
標
柱
あ
り
、
道
路
の
反
対
側
に
も
う
一
基
、
２

基
１
対
の
一
里
塚
で
あ
る
。
少
し
行
く
と
福
取
集

落
11
軒
に
至
る
。
集
落
を
過
ぎ
行
く
と
杉
と
雑
木

の
暗
い
峠
に
至
る
。
こ
こ
が
惣
座
峠
。
記
念
撮
影

を
す
る
。

　

好
天
気
の
中
、
鳥
井
峠
と
惣
座
峠
の
調
査
行
動

が
完
了
。

古
道
調
査

六
左
衛
門
道
を
歩
く　

　
朝
比
奈
　
信
男

　

六
左
衛
門
道
は
江
戸
時
代
の
天
保
年
間
よ
り
、

園
田
六
左
衛
門
が
独
力
で
、切
り
開
い
た
道
で
す
。

後
に
翁
の
功
績
を
称
え
る
石
碑
の
建
立
の
際
に

は
、「
南
北
の
日
本
海
側
の
要
所
と
な
る
松
本
街

道
に
着
眼
し
、
木
浦
か
ら
鳶
峠
を
越
え
、
吉
尾
平

の
森
林
を
切
り
開
き
、
雨
飾
山
を
征
し
小
谷
温
泉

に
通
ず
る
道
の
開
鑿
と
製
炭
業
の
普
及
」
へ
の
感

謝
の
言
葉
が
読
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
３
年
10
月
15
日
、
そ
の
六
左
衛
門
翁
碑

の
前
か
ら
調
査
を
開
始
。
こ
の
日
は
朝
か
ら
生
憎

の
雨
。
居
合
わ
せ
た
砂
場
区
長
か
ら
当
時
の
話
を

聞
い
た
後
、
善
正
寺
跡
か
ら
砂
場
部
落
を
抜
け
、

大
山
林
道
へ
。
途
中
、
罠
に
掛
か
っ
た
猪
が
い
て

少
し
ビ
ッ
ク
リ
。「
右
ハ
ゆ
み
ち　

左
ハ
や
ま
み

ち
」
と
刻
ま
れ
た
石
標
を
確
認
し
、
一
時
間
半
程

の
林
道
歩
き
で
水
芭
蕉
小
屋
に
到
着
。
そ
の
先
の

「
湯
道　

六
左
衛
門
古
道
入
口
」
の
標
柱
か
ら
山

の
尾
根
道
を
辿
り
、
30
分
位
登
る
と
六
左
衛
門
翁

が
寝
泊
り
し
て
い
た
ア
ブ
キ
と
呼
ば
れ
る
岩
屋
が

目
の
前
に
。
こ
こ
か
ら
は
９
７
０
ｍ
～
１
０
０
０

ｍ
の
標
高
を
歩
く
ト
ラ
バ
ー
ス
ル
ー
ト
と
な
り
、

い
く
つ
か
の
沢
を
渡
り
、
歩
く
こ
と
50
分
で
「
分

岐
」
着
。
天
候
と
時
間
を
考
慮
し
て
、
こ
こ
で
切

り
上
げ
、
砂
場
部
落
に
戻
る
こ
と
に
。
帰
路
、
旧

道
探
し
の
薮
こ
ぎ
で
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た

が
、
ま
ず
は
古
道
の
下
部
ル
ー
ト
の
調
査
確
認
が

で
き
ま
し
た
。

　

11
月
３
日　

鉢
の
峠
そ
し
て
そ
の
奥
の
ル
ー
ト

を
目
指
し
、
再
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
六
左
衛
門

古
道
は
春
の
残
雪
期
に
踏
破
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
過

去
20
回
近
く
あ
り
、
延
べ
数
百
人
の
方
に
歩
か
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
無
雪
期
の
古
道
を
歩
く
人
は

稀
で
、
さ
ら
に
高
齢
化
で
草
薙
ぎ
も
難
し
い
状
態

で
す
。
そ
れ
で
も
鉢
の
峠
を
越
え
た
西
斜
面
に
は

し
っ
か
り
と
し
た
道
が
残
っ
て
い
ま
す
。
土
砂
崩

れ
し
た
所
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ロ
ー
プ
や
テ
ー
プ

等
の
整
備
を
し
な
が
ら
エ
ビ
ク
ラ
の
コ
ル
に
到

着
。

　

晩
秋
の
穏
や
か
な
日
差
し
に
、
や
や
霞
ん
だ
西

海
谷
山
塊
と
雨
飾
山
を
愛
で
な
が
ら
の
古
道
調
査

で
し
た
。

大
沢
峠
を
歩
い
て

�

遠
藤
　
家
之
進
正
和

　

出
羽
街
道
の
峠
道
は
車
道
化
し
、
芭
蕉
の
歩
い

た
道
と
し
て
大
沢
峠
だ
け
が
面
影
を
残
し
て
お

り
、大
沢
集
落
で
峠
道
保
全
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

大
沢
集
落
は
、
最
奥
に
あ
る
山
村
と
し
て
の
た

た
ず
ま
い
を
感
じ
さ
せ
る
集
落
で
あ
る
。

　

峠
道
入
口
に
は
松
尾
芭
蕉
が
歩
い
た
こ
と
を
知

ら
し
め
る
た
め
、「
奥
の
細
道
」
の
標
柱
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。
峠
道
は
「
出
羽
街
道
奥
の
細
道
」

と
「
芭
蕉
が
歩
い
た
大
沢
峠
石
畳
み
古
道
」
の
標

柱
を
見
て
、
新
し
い
石
板
が
敷
か
れ
て
い
る
階
段

の
杉
林
を
進
む
。

　

道
は
沢
筋
を
沿
う
よ
う
に
緩
や
か
に
登
り
、
陽

当
り
の
良
い
所
が
「
笠
松
」
だ
。
広
く
な
っ
た
道

を
左
に
回
り
込
む
と
平
坦
地
の
大
沢
峠
に
着
く
。

標
識
も
な
く
、
展
望
も
な
い
。
大
沢
集
落
か
ら
30

分
足
ら
ず
で
あ
る
。
少
し
下
っ
た
所
に
標
柱
が
あ

り
、
苔
蒸
し
た
石
畳
は
古
道
を
感
じ
さ
せ
る
に
十

分
の
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
る
。

　

今
回
の
コ
ー
ス
は
、
杉
林
で
展
望
が
楽
し
め
な

い
の
で
休
む
こ
と
な
く
下
る
。
陽
が
射
さ
な
い
の

で
石
畳
み
は
苔
む
し
、
古
道
の
雰
囲
気
は
良
い
が

滑
り
易
い
の
で
注
意
が
必
要
だ
。

　

マ
ル
ク
マ
沢
が
崩
れ
た
と
こ
ろ
に
、
昔
「
め
く

ら
」
を
谷
に
落
と
し
た
と
い
う
伝
説
の
「
座
頭
落

と
し
」
に
出
る
。
石
畳
み
は
随
所
に
あ
り
、
マ
ル

ク
ラ
沢
を
超
え
、
古
小
屋
沢
の
支
流
に
沿
っ
て
下

る
こ
と
わ
ず
か
で
林
道
に
出
る
。
明
神
岩
側
の
入

口
で
あ
る
。
林
道
を
下
る
と
左
手
に
岸
壁
が
見
え

て
く
る
。
近
時
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
て
い

る
１
０
０
ｍ
は
あ
る
明
神
岩
で
あ
る
。
傍
ら
に
漆

山
神
社
が
あ
り
、
見
上
げ
る
と
木
々
が
生
い
茂
り

山
頂
部
は
見
え
な
い
。
別
名
「
矢
葺
明
神
」
と
も

言
わ
れ
、
源
義
家
が
北
狄
征
討
の
時
、
当
社
を
詣

で
、
矢
の
羽
で
屋
根
を
葺
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。

　

ま
た
、
山
北
地
域
漆
液
産
地
の
中
心
の
神
と
し

て
崇
め
ら
れ
、
11
月
13
日
の
「
う
る
し
の
日
」
に

は
、
漆
を
使
う
村
上
木
彫
り
堆
朱
職
人
は
参
拝
を

欠
か
さ
な
い
と
い
う
。

三
ノ
峠
山
ス
ノ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

に
参
加
し
て

�

菊
入
　
好
子

　

長
岡
東
山
に
気
軽
に
登
山
が
楽
し
め
る
三
ノ
峠

山
４
６
８
．
７
ｍ
が
あ
り
ま
す
。
冬
で
も
登
る
こ

六左衛門道入口にて

芭蕉も歩いた大沢峠石畳古道
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と
が
で
き
、
長
岡
市
民
の
登
山
者
に
愛
さ
れ
て
い

る
山
で
す
。
小
学
生
の
子
供
さ
ん
か
ら
高
齢
の
方

ま
で
長
靴
で
登
ら
れ
る
の
で
す
。

　

２
月
25
日
ス
ノ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
行
事
に
参
加

し
、
少
雪
で
し
た
が
冬
山
を
楽
し
み
ま
し
た
。
三

ノ
峠
山
は
登
山
口
か
ら
山
頂
ま
で
１
時
間
位
で
登

ら
れ
ま
す
。
山
頂
か
ら
先
に
10
～
15
分
位
進
む
と

観
鋸
台
と
い
う
所
が
あ
り
鋸
山
を
展
望
で
き
、
最

高
の
景
色
で
す
。

　

今
回
は
ス
ノ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
楽
し
む
行
事

な
の
で
、
積
雪
量
の
増
す
観
鋸
台
か
ら
先
の
萱
峠

方
向
に
進
み
雪
の
上
を
歩
き
ま
し
た
。
高
い
山
の

冬
の
登
山
道
を
歩
い
て
い
る
気
分
で
す
。

　

昼
食
は
山
頂
に
戻
っ
て
か
ら
長
岡
市
営
ス
キ
ー

場
方
向
に
進
ん
だ
ブ
ナ
平
と
い
う
ブ
ナ
林
の
中
で

シ
ー
ト
を
敷
い
て
会
場
と
し
ま
し
た
。
色
々
な
ご

馳
走
が
次
々
に
回
っ
て
き
て
賑
や
か
な
昼
食
と
な

り
ま
し
た
。

　

下
山
途
中
、
登
り
と
コ
ー
ス
を
変
え
て
２
６
２

ｍ
ピ
ー
ク
で
長
岡
市
街
地
と
西
山
丘
陵
の
後
ろ
に

佐
渡
を
展
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
他
に
白

い
米
山
や
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島
の
様
な
弥

彦
山
、
隣
に
角
田
山
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
高
い
山

か
ら
下
っ
て

い
る
様
な
気

分
で
す
。
今

回
の
ス
ノ
ー

ト
レ
ッ
キ
ン

グ
は
17
名
の

参
加
で
、
女

性
の
方
も
多

く
賑
や
か
に

雪
の
上
を
歩

く
こ
と
が
で

き
、
楽
し
い

山
行
と
な
り
ま

し
た
。

　

冬
の
三
ノ
峠

山
に
登
る
と
元

気
が
も
ら
え
る

と
思
い
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ん

も
是
非
登
っ
て

み
て
く
だ
さ

い
。事

務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
支
部
会
員
動
向
（
令
和
６
年
１
月
～
５
月
）

１
新
入
会
友

　

石
井　

和
春
（�

１
６
６
６
６
無
所
属
か
ら
越
後

支
部
へ
変
更
）

　

伊
藤
香
代
子
（�

１
７
２
２
９
準
会
員
か
ら
の
移

行
）

　

川
島
万
里
子
（�
１
６
７
６
０
山
梨
支
部
か
ら
越

後
支
部
へ
変
更
、
会
友
か
ら
の

移
行
）

２
退
会
会
員

　

佐
々
木
礼
子
（
１
５
４
１
７
）

　

渡
辺　

竜
吉
（
６
１
５
６
）

　

皆
川　

陽
一
（�

１
４
０
３
０
越
後
支
部
を
退
部
、

会
員
は
継
続
）

　

大
山　

昭
一
（
２
７
８
７
）

　

山
岸　

拓
詩
（
１
４
５
３
７
）

３
物
故
会
員

　

齋
藤
ト
モ
子
（
１
１
４
４
８
）

　

櫻
井　

昭
吉
（
５
０
２
１
）

４
支
部
会
員
数
（
令
和
６
年
５
月
10
日
現
在
）

　

支
部
会
員
１
４
７
名
、
準
会
員
２
名
、
支
部
会

友
８
名

越
後
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ご
案
内

カ
ラ
ー
版
支
部
報
の
閲
覧
も
可
能

�

広
報
委
員
会
　
諏
訪
　
惠
一

　

会
員
の
皆
様
は
越
後
支
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

　

越
後
支
部
で
は
、
日
本
山
岳
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
中
の
「
越
後
支
部
の
お
知
ら
せ
」
で
支
部
の

情
報
や
各
委
員
会
お
よ
び
同
好
会
か
ら
の
行
事
の

案
内
と
行
事
の
報
告
を
随
時
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

情
報
は
発
生
次
第
に
、
行
事
の
案
内
は
企
画
さ

れ
る
と
同
時
に
公
開
さ
れ
ま
す
し
、
行
事
の
報
告

は
カ
ラ
ー
画
像
が
多
用
さ
れ
て
見
や
す
く
文
章
量

も
豊
富
で
す
。

　

越
後
支
部
報
も
創
刊
号
か
ら
最
新
号
ま
で
閲
覧

が
可
能
で
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
印
刷
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
ま
た
、第
37
号
（
令
和
５
年
６
月
）

か
ら
は
写
真
も
カ
ラ
ー
表
示
に
な
っ
て
お
り
、
表

紙
を
飾
る
「
私
の
１
枚
」
も
寄
稿
者
の
自
慢
の
１

枚
を
迫
力
と
共
に
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

今
回
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
手
軽
に
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ

う
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
表
示
し
ま
し
た
の
で
、
カ
メ

ラ
機
能
な
ど
で
読
み
取
る
な
ど
し
て
お
試
し
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
閲
覧
用
に
Ｕ
Ｒ
Ｌ
も

表
記
し
ま
し
た
の
で
、
併
せ
て
ご
覧
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

https://jac1.or.jp/about/shibu/echigo

【
越
後
支
部
報
】

https://jac1.or.jp/about/shibu/echigo/
echigosibuho

　

な
お
、
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
で
後
藤
正
弘
支
部
長
の
書

い
た
「
越
後
支
部
と
は
」
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

https://jac1.or.jp/about/shibu/echigo_
overview

/echigoshibu_tow
a

　

是
非
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
い

た
し
ま
す
。

編
集
後
記

　

久
し
ぶ
り
の
会
津
で
の
総
会
開
催
を
機
に
、
越

後
と
会
津
の
繋
が
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
。

　

数
年
前
に
映
画
に
も
な
っ
た
越
後
長
岡
藩
家
老

軍
事
総
督
河
井
継
之
助
は
北
越
戊
辰
戦
争
で
破
れ

八
十
里
を
越
え
敗
走
し
、
会
津
の
地
で
終
焉
を
迎

え
た
が
、
彼
の
地
に
は
継
之
助
の
墓
も
あ
っ
て
毎

年
丁
重
に
法
要
が
行
わ
れ
、
河
井
継
之
助
記
念
館

も
あ
っ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
販
売
も
さ
れ

て
い
る
。

　

さ
ら
に
歴
史
を
遡
る
と
、
縄
文
時
代
を
代
表
す

る
火
焔
型
土
器
が
新
潟
県
に
多
く
出
土
し
て
い
る

が
、
そ
の
ル
ー
ツ
が
会
津
に
あ
っ
て
、
さ
ら
に
発

展
し
た
と
の
説
が
あ
り
、
交
流
の
流
れ
は
遥
か
昔

か
ら
続
い
て
い
た
よ
う
だ
。

　

ま
た
、
今
総
会
翌
日
の
親
睦
登
山
で
訪
れ
た
大

山
祇
神
社
御
本
社
境
内
に
は
新
潟
県
人
の
寄
進
物

が
多
く
あ
り
、
こ
こ
で
も
繋
が
り
の
深
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
。�

（
諏
訪
惠
一
）

ホームぺージ

越後支部報


